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   The authors applied (a) translumbar or direct pyelography, (b) dorsal cysto-

graphy and (c) urethrography with highly viscous contrast preparations to search 

places of urinary tract obstraction. We applied (a) and (b) to ureteral obstraction 
and (c) to obstraction of posterior urethra and diseases of bladder neck. We re-

ported several cases in which we had demonstrated places of obstraction of ureter 
by tuberculosis and urethra by urethral stricture.

緒 言

種々の病変による尿路通過障碍は感染,発 熱

の原因となり,長 期に及ぶ時は高度の腎水腫,

或は腎機能の低下,乃 至廃絶を来たすようにな

り個体に重篤な影響を齎す.こ の故に尿路通過

障碍部位を診断し,こ れに適切なる治療を力[え

る事は泌尿器科医にとつて重要な問題である.

この目的にて著者等は尿路通過障碍部位探究の

ために,次 の3つ のX線 撮影法を応用した.即

ち経腰的(直 接的)腎 孟撮影法,鷺 位膀胱撮影

法及び粘稠性造影剤による尿道撮影法である.

前2者 は尿管通過障碍部位の探究に用い,後 者

は尿道後部通過障碍,膀 胱頸部の疾患の研究に

用いた.

経腰的(直 接的)腎 孟撮影法(Translumbar

orDirectPyelography)は 著者等が先に考案

発表せる所であり,そ の術式に就いては省略す

る(臨 床 皮 泌9巻1号 参 照)そ の後Weens

andFlorenceはDiagnosisofHydronephros-

isbyPercutaneousRenalPuncture,Casey

andGoodwinはPercutaneousAntegrade

Pyelographyと して発 表 して い るの が 見 られ

る.我 々は 逆行 性 腎 孟 撮 影 法 或 は排 泄 性 腎孟 撮

影 法 の何 れ に よつ て も発 見 し得 ない 尿 管 通 過障

碍部 位 の探 究 に 用 い た.本 法 は直 接 腎 尿 を 吸 引

す る ので,そ の 得 た る腎 尿 の検 鏡 的,培 養 的,

化 学 的 検 査 を もな し得 る利 点 あ る こ とを附 言 す

る.吸 引 せ る尿量 以 上 に造 影 剤 を 注入 して,腎

孟 の過 緊張 を 起 こ さな い よ うに す る注意 が肝 要

で あ る.

鷺 位 膀 胱撮 影 法(DorsalCystography)は

Boyce,HarrisandVestに よ り発表 され ,…我

々 は本 法 の追試 を 行 い ,そ の 術 式 の紹 介,臨 床

的 価 値 に 就 い て は 既 に 報 告 せ る処 で あ る(泌 尿
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紀要1巻3号 参照)尿 管 逆 流 現 象 の あ る場 合

の尿 管 下部 の状 況 を明 白 に し,又 前 記 の経 腰 的

腎 孟撮 影 法 との 併 用 に よ り,尿 管 下 端 部 通 過 障

碍部 位 と膀胱 との位 置 的関 係 を 明 示 す るた め に

用 い た.

粘 稠 性造 影 剤 に よ る尿道 撮 影 法(Urethro-

graphywithHighlyViscousContrastPre_

paration)は 従 来 一 般 に用 い られ て来 た低 い粘

性 の水 溶 液 の造 影 剤 の代 りに 高 粘 性 の造 影 剤 を

使 用 す るも ので あ る.即 ち従 来 の造 影剤 で は 多

くの場 合 尿 道 後部 の 拡 張 が 不 充 分 な た め,鮮 明

な像 が得 られ ない 欠 点 が あ る.こ の欠点 を除 く

た め に高 濃 度 の叉,粘 性 の高 い造 影 剤 の 応用 が

試 み られ,成 功 が 得 られ る よ うに な つ て来 た.

MoralesandRomanus,Bauer等 はC.M.C.

を 加 え て粘 稠 性 とな したUmbradilViscousU

(Astra)を 使 用 して,後 部 尿 道 が 強 く拡 張 す る

た め に観 察 せ られ る精 阜部 位 の微 細 な変 化,尿

道 周 囲 の炎 症,狭 窄 等 の 診 断 に 応 用 し,更 に排

尿 時尿 道 撮 影,螢 光 板 下 で の 尿道 外 括約 筋 か ら

膀 胱へ の運 動 性 の研 究 に 使 用 して 詳 細 な る処 見

を報 告 して い る.本 邦 に 於 ては南 氏 の 同剤 に よ

る追 試 報 告 が あ り,土 屋 氏 等 は ウ ロ コ リンに ゴ

マ油或 はC.M.C.を 加 え た も の を使 用 し,黒 田

氏等 は ピ ラセ トンC,油 性 ウ ロ コ リン等 を使 用

して い る.我 々は さ きに ゼ リー状 尿 道麻 酔剤 に

造 影剤 を混 じた も の を使 用 して一部 の症 例 を 発

表 した,我kの 希 望 せ るUmbradilViscousU

を未 だ入 手 し得 なか つ た ので,こ れ と似 た 次 の

粘 稠 性 造 影 剤 を 作 成 して 使 用 した.

粘 稠 性 尿 道 造 影 剤 の処 方:

IodideofSodium

C.M.C.

Nipagin

Nipasol

Procaine

SterileWaterto

20.Og

3.59

0.079

0.039

0.59

100cc

プ ロカ イ ンは ヨー ドナ ト リウ ム に よ る局所 刺

戟 を軽 減 させ るた め に 加 え た.我 汝 は本 剤 を 尿

道 狭 窄,膀 胱 頸部 の疾 患 等 の診 断 に 使 用 した・

症 例

(1)上部尿管狭窄:第1図aは 左 腎結核にて逆行性腎
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孟撮影では左腎孟像は描出出来ず,第1図bは 経腰的

左腎孟撮影にて左 腎孟像を得た.左 腎孟尿管移行部の

狭窄例 であろ.

②下部尿管狭窄=第2図aは 右腎別 出後の結核性萎

縮膀胱 の症例に膀胱撮影を行つた ところ,左 尿管逆流

現象を認めた.第2図bは これに樽位膀胱撮影を行つ

て左尿管 下端 部に狭窄の像を 認め,狭 窄部位 と膀胱 と

の位置的関係を も明示 し得た.X線 像が稽 不々鮮明の一

ため模型図を附記 した.

⑧下部尿管狭窄:第3図aは 高度の膀胱結核に より

無緊張膀胱を来た した症例であ り,膀 胱撮影時に左尿

管逆流現象が あ り,左 尿管下端部の狭窄を認めた.第

3図bは これに樽位膀胱撮影法を行い,該 狭窄部を肌

確になし,又 膀胱 との位置的関係を も明示 し得た.

(4)尿道狭窄:第4図aは20%沃 那液に よる尿道撮影

であ り尿道球部 よ り後部に 「五り狭窄を認 めるが,狭 窄

部位 と後部尿道 との関係は明瞭でない.第4図bは 粘

稠性造影剤にて撮影 し,後 部尿道の大部分は拡張 して

描出されたが,狭 窄部は拡張 されずaと 同様の像を示

し,狭 窄部位を明瞭に した.

(5)前立腺肥大症:第5図aは20%沃 那液に よる尿道

撮影であ り,第5図bは 粘稠性造影剤に て撮影 し,後.

部尿道 の拡張 像 とともに膀 胱 頸 部の像を明 らかに し

た.

(6)神経因性胱膀:第6図aは20%沃 那液に よる尿道

撮影であ り,第6図bは 粘稠性造影剤}こて撮影 し,後

部尿道 の開大 とともに,aに て不鮮明であつた精阜像.

を明確}こ認めた.本 例は膀胱鏡 検 査にてSchram皿

氏現象陽性であつた.

(附記)経 腰的腎孟撮影法 と踵位膀胱撮影法 との併

用に よる,尿 管下端部の通過 簿碍部位 と膀胱 との位 置

的関係を明示 し得た症例は,既 に樽位膀胱撮影法に就

いて発表 した時に図示 したので省酪す る(泌 尿紀要1

巻3号 参照)

結 語

著者等はX線 撮影による尿路通過障碍部位探究

法 として,経 腰的腎孟撮影法,眸 位膀胱撮影法

及び粘稠性造影剤による尿 道 撮 影 法を応用 し

た.前2者 は尿管通過障碍部位の探究に用い,

後者は尿道後部通過障碍,膀 胱頸部の疾患の研

究に用いた.経 腰的腎孟撮影法は著者等が考案

し,さ きに発表せるところであり,逆 行性腎孟

撮影法或は排泄性腎孟撮影法の何れによつても

発見し得ない尿管通過 障 碍 部 位の探究に用い

た.踵 位膀胱撮影法に就いても,さ きに報告せ
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る所であり,尿 管下部の通過障碍を明白にし,

叉前者との併用により膀胱との位置的関係をも

明示することが出来た.粘 稠性造影剤による尿

道撮影法は後部尿道が強 く拡張 されるので,尿

道狭窄,膀 胱頸部の疾患の研究に使用 した.

前記3法 を使用 して,結 核性病変による尿管

通過障碍,尿 道狭窄等の通過障碍部位を明示せ

る症例を報告 した.

(本論丈の要旨は昭和31年7月7日,北 大に

於ける日本泌尿器科学会第44回 総会 に発 表 し

た)
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下 部尿管狭窄 第2図a下 部尿管狭窄 第3図a

膀胱撮影時の左尿管逆流現象

第2図b
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膀胱撮影時の左尿管逆流現象

第3図b

,

樽位膀胱撮影法

樽位膀胱撮影法

尿道狭窄 第4図a

20%沃 那液
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第4図b神 経因性膀胱 第6図a

粘稠性造影剤

前立腺肥大症 第5図a
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